
「現行３要領・指針に基づく
教育・保育の成果と課題」

今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会

社会福祉法人 清隆厚生会 理事長 坂﨑 隆浩

令和6年2月26日

e-satou
テキストボックス
資料２



はじめに

私事だが、現役の園長及び管理者として、認定こども園３園(1園閉

園)、児童発達支援事業3カ所、地域子育て支援センター1か所を運営

する上で、現行の3要領・指針が保育の支えとなって進められたこと

に大変感謝している。



成果

現行３要領・指針に記載された乳児の「3つの視点」、満1歳から2歳の「5領域」の創設は、

保育所及び認定こども園等にとって教育の視点が示され意義深いものであった。

また、このことと小学校の接続に繋がる「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」まで

確立されたことは保育現場として計画等を立てる時に大変役立つものとなった。 (表1参照)

現行３要領・指針において養護の重要性が図られたこと、また、保育の内容面において
整合性が図られたことを高く評価した上で次の2点を述べる。

成果

１

現行３要領・指針以前は、0.1.2歳の保育における考え方、保育計画等が現場に任せられていた部分が大きく

これらを鑑みると、今回の「３つの視点」等、3歳未満の保育の重要性が示されたことは大きな進歩である。

「３つの視点」及び「5領域」が「幼児期の終わりまでに育って欲しい10の姿」に繋がったことは大きな成果であり、

これらが小学校提出への要録にも良い形で繋がっている。



乳幼児期に「3つの資質・能力」及び「主体的・対話的で深い学び」が示されたことは、

教育の観点から、小学校をゼロベースにしないということが明確にされたと考える。

また、これらによって保育現場の活動や教材が工夫されたことは間違いなく、直接

ではないが社会に開かれた公開保育等も各地で行われ、保育の質向上に寄与して

いると思われる。(表2参照)

成果

２

現行３要領・指針以前の、子どもの心持ちを大事にした保育(心情・意欲・態度)に加え、

小学校以降の学びも鑑みた「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」の基礎が示され、

令和2年度の小学校のスタートカリキュラムに繋がった。また「主体的・対話的で深い学び」も同様である。

現実は少し残念で、令和2年4月はコロナによる学校の臨時休業、

その後も活動の制限等で、なかなか上手く進まなかったと思われる。

この意味でも「架け橋プログラム」は、今後大きな意味を持つと思う。



課題

○ 用語の意味合いが3要領・指針が違う点がある。(例えば認定こども園に「教育」と「保育」)

○ 保育所保育指針の3歳と2要領の満3歳との問題。特に認定こども園による2歳児の指導

計画は、1.2歳児の5領域と満3歳以上の5領域が月齢で混在するので計画立案上、難しい。

○ 過疎地等の小規模園を考えると、異年齢児保育の内容が薄い。

○ 小学校に提出する要録が施設種によって違うのは大きな問題。

課題

１
用語の意味合いが３要領・指針で違う点があるなど、現行の３要領・指針にも様々な問題
があると考える。

一方、現行の３要領・指針にも、新たに生じるものも含め、いくつか課題があると
考えており、次の３点を述べる。



3要領・指針を出来るだけ1本化し、施設種によっての差異の無いようにしていただ

きたい。架け橋プログラムを進めていく上で、小学校側から見た時に施設ごとに違

う3要領・指針の理解は相当理解しにくいと考える。現行の保育内容の1本化では不

十分。

※3要領・指針の弊害は、就職したばかりの新人の姿を見ると、その

施設ごとの要領や指針の理解があいまいであるのは否めない。

単に個人や学校等の問題ではなく、3要領・指針という3本化に起

因していると思われる。

課題

２



今後、全国展開される「こども誰でも通園制度」などを通じて、未就園児のより

多くが施設に関わりをもつと考えられる。また、園に1割程度在籍すると言わ

れる障がい児の対応、児童発達支援事業のガイドラインなど、それら多岐に渡

る関係性に対してどう構築していくのかも課題であろう。

※ 「こども誰でも通園制度」は一時保育と違い、子どもの為の

施策の方向性にある。そこでの子どもへの関わりにも現行

の３要領・指針に基づく保育の良さを生かすことが必要。

課題
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おわりに

長い間、保育内容を施設種によって示してきた3要領・指針を、園に在籍する

子どものための要領等に1本化していただきたい。

施設を越え、日本の大事な子どもの育ちと

保育を小学校まで接続していけるよう強く願うものである。



５
領
域

満１歳～2歳
(5領域)

満３歳～
５歳

 (5領域)

[健康な心と体を育
て、自ら健康で安全
な生活を作り出す力

を養う。]

左同

幼保連携型認定こど
も園　　　　　　　養護

乳児
（三つの視点）

幼児期の終わりま
でに育ってほしい

1０の姿

健
や
か
に
の
び
の
び
と
育
つ

身体的発達
/[健康な心
と体を育
て、自ら健
康で安全な
生活を作り
出す力の基
盤を培う。]
➡【健康】

健
康

環
境

[周囲の様々な環境
に好奇心や探究心を
もって関わり、それら
を生活に取り入れて
いこうとする力を養

う]

左同

身
近
な
人
と
気
持
ち
が
通
じ
合
う

社会的発達
/　　[受容
的・応答的
関わりの元
で、何かを
伝えようと
する意欲や
身近な大人
との信頼関
係を育て、
人と関わる
力の基盤を
培う]
   ➡  【(人
間関係）(言
葉）】

人
間
関
係

[他の人と親しみ、支
え合って生活するた
めに、自立心を育て、
人と関わる力を養

う]
左同

表
現

[感じたことや考えた
ことを自分なりに表
現することを通して、
豊かな感性や表現す
る力を養い、創造性

を豊かにする]

左同

身
近
な
も
の
と
の
関
わ
り
感
性
が
育
つ

精神的発達
[身近な環
境に興味や
好奇心を持
発達て関わ
り、感じた
ことや考え
たことを表
現する力の
基盤を培
う。]➡
【(環境）
(表現）】

言
葉

　
[経験したことや考え
たことなどを自分な
りの言葉で表現し、
相手の話す言葉を聞
こうとする意欲や態
度を育て、言葉に対
する感覚や言葉で表

現する力を養う]

左同 ケ

コ

言葉による
伝え合い

豊かな感性
と表現

思
考
力
判
断
力
表
現
力
の
基
礎

気付いたこ
とや、でき
るように

なったこと
などを使
い、考えた
り、試した
り、工夫し
たり、表現
したりする
「思考力、
判断力、表
現力などの

基礎」）

学
び
に
向
か
う
力
人
間
性

心情、意
欲、態度が
育つ中で、
よりよい生
活を営もう

とする
「学びに向
かう力、人

間性等

認定こども園の3つ
の資質・能力

生
命
の
保
持

情
緒
の
安
定

園児一人一
人が安定感
をもって過
ごし、自分
の気持ちを
安心して表
すことがで
きる よう
にするとと
もに、周囲
から主体と
して受け止
められ主体
として育
ち、自分を
肯定する
気持ちが育
まれていく
ようにし、
くつろいで
共に過ご
し、心身の
疲れが癒や
されるよう
にする

園児一人一
人が、快適
にかつ健康
で安全に過
ごせるよう
にするとと
もに、その
生理 的欲
求が十分に
満たされ、
健康増進が
積極的に図
られるよう

にする

豊かな体験
を通じて、
感じたり、
気付いた
り、分かっ
たり、でき
るように

なったりす
る

「知識及び
技能の基

礎」

知
識
や
技
能
の
基
礎

ア
健康な心

と体

イウ
エオ

自立心、・
協同性、

道徳性・規
範意識の芽
生え、社会
性との関わ

り

カキ
ク

思考力の芽
生え、自然
との関わ
り・生命の
尊重、数

量・図形・文
字等



保育施設
資質・能力

ねらい

👇👇
5領域 健康 人間関係 環境 言葉 表現
5歳児/10の
姿(共通の
指針)

1健康な心と
体

2自立心 3協同性
4道徳性・規
範意識の芽生
え

5社会生活と
の関わり

6思考力の芽
生え

7自然との関
わり・生命尊
重

8数量や図形、標
識や文字などへ
の関心・感覚

9言葉による
伝え合い

10豊かな感性
と表現

👇👇

4月 ５月 ６月 ７月 ８・９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 👉👉

国語

・なかよしの き
・たのしい いちにち
・わたしの なまえ
・おはなし たくさん きき
たい・こえの おおきさ ど
れくらい
・かいてみよう
・こえを あわせて あいう
えお

・あいうえお・みつけて 
はなそう，たのしくきこう 
・かき，かぎ・ことばをあ
つめよう・くまさんと あ
りさんの ごあいさつ・ね
こ ねっこ・ほんをよも
う・ことばを つなごう・
たのしくよもう１ あいう
えおのうた・ごじゅうおん

・けむりの きしゃ・のば
す おん ・せんせい，あの
ね ・みんなに はなそう・
たのしく よもう ２ がぎ
ぐげごの うた ・よく み
て かこう ・すずめの く
らし・しゃ，しゅ，しょ 
・たのしく よもう ３ 
きゃきゅきょの うた

・しらせたい ことを かこ
う
・は，を，へ
・としょかんへ いこう
・おはなしの くに
・おおきな かぶ
・えにっき

・なつの おもいでを はな
そう
・かたかなの ことば
・けんかした 山
・みんなで たのしく よみ
ましょう
・かん字の はじまり
・だれが，たべたのでしょ
う

・たのしかった ことを か
こう
・かぞえうた
・かぞえよう
・しを よもう　あめの う
た
・見つけたよ，いきものの
ひみつ

・一 かかれて いる こと
を たしかめよう　はたら
く　じどう車・「のりもの
カード」で しらせよう・
えを 見て おはなししよう 
・かん字の ひろば ①　日
づけと よう日

・かん字の ひろば ②　
　かん字の よみかた
・こころ ぽかぽか 手がみ
を 
　かこう・三 ばめんの よ
うすを くらべて よもう?
　スイミー・「おはなしど
うぶつえん」を　 つくっ
て，本を しょうかいしよ
う

・しを たのしもう　ゆき
・四 ぶんしょうと えを 
あわせて よもう
　みぶりで つたえる
・文を つくろう
・かん字の ひろば ③　か
わる よみかた

・五 きいた ことを 正し
く つたえよう?　学校のこ
とを つたえあおう・こと
ばで つたえよう・六 つた
えたいことをおもい出して 
かこう  おもい出の アル
バム ・かん字の ひろば 
④にて いるかん字・しり
とりであそぼう

・七 ようすを おもいうか
べながら よもう

　お手がみ
・こくごの がくしゅう こ

れまで これから

※11月追加/・二 しゃしん
と 文から，だれが なにを 
  したかを たしかめよう　
うみへの ながい たび・き
こえて きたよ，こんな こ
と・天に のぼった おけや

さん・かたかな

算数

・なかよし
・１０までの かず

・なんばんめ
・いくつといくつ
・あわせて いくつ　
ふえると いくつ

・あわせて いくつ　
ふえると いくつ
・のこりは いくつ　
ちがいは いくつ

・のこりは いくつ　
ちがいは いくつ
・ふたりでおいか
けっこ・かずしらべ

・１０より おおき
い かず
・なんじ なんじは
ん

・３つのかずのけい
さん・どんなけいさ
んするのかな・なが
さくらべとひろさく
らべ

・たしざんカード　　
ひきざんカード
・たしざん・たしざ
んゲーム・かさくら
べ

・ひきざん
・だがしやさん
・いろいろなかたち

・大きな かず ・大きな かず
・なんじなんぷん
・ずを つかって 　　
かんがえよう・かた
ちづくり

・かたちづくり
・どこにあるかな
・タマをさがせ・  
１年のふくしゅう

小学校 小学校教育で育成を目指す資質・能力

☆教科 国語科 算数科 社会科 理科 生活科 音楽科 図画工作科 家庭科 体育科 外国語活動 外国語科
総合的な学習の

時間
特別活動

（１）
知識及び
技能の習
得

日常生活に必要な国
語について,その特
質を理解し適切に使
うことができるよう
にする。

数量や図形などにつ
いての基礎的・基本
的な概念や性質など
を理解するととも
に，日常の事象を数
理的に処理する技能
を身に付けるように
する。

地域や我が国の国土
の地理的環境，現代
社会の仕組みや働
き，地域や我が国の
歴史や伝統と文化を
通して社会生活につ
いて理解するととも
に，様々な資料や調
査活動を通して情報
を適切に調べまとめ
る技能を身に付ける
ようにする。

自然の事物・現象に
ついての理解を図
り，観察，実験など
に関する基本的な技
能を身に付けるよう
にする。

活動や体験の過程に
おいて，自分自身，
身近な人々，社会及
び自然の特徴やよ
さ，それらの関わり
等に気付くととも
に，生活上必要な習
慣や技能を身に付け
るようにする。

曲想と音楽の構造な
どとの関わりについ
て理解するととも
に，表したい音楽表
現をするために必要
な技能を身に付ける
ようにする。

対象や事象を捉える
造形的な視点につい
て自分の感覚や行為
を通して理解すると
ともに，材料や用具
を使い，表し方など
を工夫して，創造的
につくったり表した
りすることができる
ようにする。

家族や家庭，衣食
住，消費や環境など
について，日常生活
に必要な基礎的な理
解を図るとともに，
それらに係る技能を
身に付けるようにす
る。

その特性に応じた各
種の運動の行い方及
び身近な生活におけ
る健康・安全につい
て理解するととも
に，基本的な動きや
技能を身に付けるよ
うにする。

外国語を通して，言
語や文化について体
験的に理解を深め，
日本語と外国語との
音声の違い等に気付
くとともに，外国語
の音声や基本的な表
現に慣れ親しむよう
にする。

外国語の音声や文字，語
彙，表現，文構造，言語の
働きなどについて，日本語
と外国語との違いに気付
き，これらの知識を理解す
るとともに，読むこと，書
くことに慣れ親しみ，聞く
こと，読むこと，話すこ
と，書くことによる実際の
コミュニケーションにおい
て活用できる基礎的な技能
を身に付けるようにする。

探究的な学習の過程
において，課題の解
決に必要な知識及び
技能を身に付け，課
題に関わる概念を形
成し，探究的な学習
のよさを理解するよ
うにする。

多様な他者と協働す
る様々な集団活動の
意義や活動を行う上
で必要となることに
ついて理解し，行動
の仕方を身に付ける
ようにする。

何を知っ
ている
か、何が
できるか

（２）
思考力，
判断力，
表現力等
の育成

日常生活における人
との関わりの中で伝
え合う力を高め，思
考力や想像力を養
う。

日常の事象を数理的
に捉え見通しをもち
筋道を立てて考察す
る力，基礎的・基本
的な数量や図形の性
質などを見いだし総
合的・発展的に考察
する力，数学的な表
現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表
したり目的に応じて
柔軟に表したりする
力を養う

社会的事象の特色や
相互の関連，意味を
多角的に考えたり，
社会に見られる課題
を把握して，その解
決に向けて社会への
関わり方を選択・判
断したりする力，考
えたことや選択・判
断したことを適切に
表現するする力を養
う。

観察，実験などを行
い，問題解決の力を
養う。

身近な人々，社会及
び自然を自分との関
わりで捉え，自分自
身や自分の生活につ
いて考え，表現する
ことができるように
する。

音楽表現を工夫する
ことや，音楽を味
わって聴くことがで
きるようにする。

造形的なよさや美し
さ，表したいこと，
表し方などについて
考え，創造的に発想
や構想をしたり，作
品などに対する自分
の見方や感じ方を深
めたりすることがで
きるようにする。

日常の生活の中から
問題を見いだして課
題を設定し，様々な
解決方法を考え，実
践を評価・改善し，
考えたことを表現す
るなど，課題を解決
する力を養う。

運動や健康について
の自己の課題を見付
け，その解決に向け
て思考し判断すると
ともに，他者に伝え
る力を養う。

身近で簡単な事柄に
ついて，外国語で聞
いたり話したりして
自分の考えや気持ち
などを伝え合う力の
素地を養う。

コミュニケーションを行う
目的や場面，状況などに応
じて，身近で簡単な事柄に
ついて，聞いたり話したり
するとともに，音声で十分
に慣れ親しんだ外国語の語
彙や基本的な表現を推測し
ながら読んだり，語順を意
識しながら書いたりして，
自分の考えや気持ちなどを
伝え合うことができる基礎
的な力を養う。

実社会や実生活の中
から問いを見いだ
し，自分で課題を立
て，情報を集め，整
理・分析して，まと
め・表現することが
できるようにする。

集団や自己の生活，
人間関係の課題を見
いだし，解決するた
めに話し合い，合意
形成を図ったり，意
思決定したりするこ
とができるようにす
る。

知ってい
ること・
できるこ
とをどう
使うか

（３）
学びに向
かう力，
人間性等
の涵養

言葉がもつよさを認
識するとともに，言
語感覚を養い，国語
の大切さを自覚し，
国語を尊重してその
能力の向上を図る態
度を養う。

数学的活動の楽しさ
や数学のよさに気付
き，学習を振り返っ
てよりよく問題解決
しようとする態度，
算数で学んだことを
生活や学習に活用し
ようとする態度を養
う。

社会的事象について，より
よい社会を考え主体的に問
題解決しようとする態度を
養うとともに，多角的な思
考や理解を通して，地域社
会に対する誇りと愛情，地
域社会の一員としての自
覚，我が国の国土と歴史に
対する愛情，我が国の将来
を担う国民としての自覚，
世界の国々の人々と共に生
きていくことの大切さにつ
いての自覚などを養う。

自然を愛する心情や
主体的に問題解決し
ようとする態度を養
う。

身近な人々，社会及
び自然に自ら働きか
け，意欲や自信を
もって学んだり生活
を豊かにしたりしよ
うとする態度を養
う。

音楽活動の楽しさを
体験することを通し
て，音楽を愛する心
情と音楽に対する感
性を育むとともに，
音楽に親しむ態度を
養い，豊かな情操を
培う。

つくりだす喜びを味
わうとともに，感性
を育み，楽しく豊か
な生活を創造しよう
とする態度を養い，
豊かな情操を培う。

家庭生活を大切にす
る心情を育み，家族
や地域の人々との関
わりを考え，家族の
一員として，生活を
よりよくしようと工
夫する実践的な態度
を養う。

運動に親しむととも
に健康の保持増進と
体力の向上を目指
し，楽しく明るい生
活を営む態度を養
う。

外国語を通して，言
語やその背景にある
文化に対する理解を
深め，相手に配慮し
ながら，主体的に外
国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろ
うとする態度を養
う。

外国語の背景にある
文化に対する理解を
深め，他者に配慮し
ながら，主体的に外
国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろ
うとする態度を養
う。

探究的な学習に主体
的・協働的に取り組
むとともに，互いの
よさを生かしなが
ら，積極的に社会に
参画しようとする態
度を養う。

自主的，実践的な集
団活動を通して身に
付けたことを生かし
て，集団や社会にお
ける生活及び人間関
係をよりよく形成す
るとともに，自己の
生き方についての考
えを深め，自己実現
を図ろうとする態度
を養う。

どのよう
に社会・
世界と関
わり、よ
りよい人
生を送る
か

考えてみよう　　　　　　　　
👉👉左記の小学校の教科書を使
用した授業としての学び方と
乳幼児期の遊びと生活からの
学びとの違いと共通点を検証
しよう　　　　　　　　    
👉👉そのためには、例えば子ど
もの活動の写真を見てお互い
の学びを知ることはとても大
事であり共通項を見つけた
い。

お互いの学びを通して幼保小接続を考えてみる(小学校を鑑みる)　　　　　坂﨑隆浩作成試案図(表2)

5領域(ねらいを5分割したもの)に基づく保育(ねらいと内容)で3つの資質・能力を育てる

（１）知識及び技能の基礎 （２）思考力・判断力・表現力等の基礎
「資質・能力」や保育の目標を、子どもの姿で表したもの

※幼児期は紙面上簡略化している

小学校　第１学年　１学期　単元配列表例示　国語と算数

☆遊びと生活から学ぶ

保育施設と小学校との接続

小学校との連携においても、「10の姿」は子どもの育ちを具体的に共有するための架け橋となっています。幼児教育と小学校教育の円滑な接続を行うためにも、しっかりと理解しておくことが大切

※この坂﨑資料はあくまでも接続を
考えるための参照図であり、省庁等
の正式な文章ではない

（３）学びに向かう力・人間性等




